



































Sister Monika and anonymous support for mothers and children in need
－ From stationary support to ambulant support －
Yasunori KASHIWAGI
Abstract
The study aims to find out the practice and the biography of Sister Monika and to analyze the social meaning of
anonymous support for women in need. Sister Monika, as one of the pioneers of 90's anonymous support and anony-
mous birth in Germany, established the House for the pregnant and parturient women who need an anonymous
support, or mothers and their children in need. This study analyzed the background of the practice of Sister
Monika and her team. As a result, it seems that her practice originates in Christianity and the resistance against
DDR. 
The results suggest that Sister Monika not only founded Children House Sunflower, but also showed the possibil-
ity of the new way of the ambulant support for the pregnant and parturient women in need.
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は、「暴力を伴う惨事（eine Katastrophe, mit einer
Vergewaltung）」だった。命の危険さえ感じるほどだ
った。そして、それからしばらくして、彼との関係が
完全に途切れた頃に、自身の妊娠が発覚する。望まな
い妊娠だった。中絶可能期間も過ぎていた。「ピルは
飲んだはず。それとも、もしかしてストレスもあって、
規則的にピルを飲まなかったせい？」、と自問する。
妊婦と分かってから一カ月後、ニコレッタは、孤独ゆ
えに、25歳年上の男性と同棲を始める。だが、子ども
をとても嫌う男性だった。それでも、ニコレッタはそ
の彼のことを愛し、愛されるために彼に尽くした。彼
女は、徐々に追い詰められていく。インターネット上
の友人はいたが、彼女たちに相談することはなかった。
「自分でなんとかしなければ」、という気持ちだった。
「精神的に死んでいた」。極めて精神的に不安定な状態
で、彼女は自分が産んだ赤ちゃんを殺害した。その後、
ますます自制が効かなくなり、再び妊娠し、二人目の
赤ちゃんも殺害する。完全に「悪循環（Teufelskreise）
に陥っていたという。そして、逮捕される。「逮捕さ
れてようやく、この悪循環を止めることができました。
さもなければ、私はこの悪循環を止めることができま
せんでした」。
ニコレッタは、刑務所の中で、子どもの家ひまわり
とシスター・モニカの存在を知る。そして、シスター・
モニカの活動に感銘を受け、次の手紙を送った。この
手紙が一通目の手紙である。
シスター・モニカ様
シスター・モニカさんにこの手紙を書くことは、私
にとって、とてもとても大切なことなのです。けれど、
どのように書き始めたらよいのか、私にはよく分かり
ません。
私の名前は、ニコレッタ・ブリュッケと申します。
34歳で、現在服役中です。二度にわたる児童殺害
（Kindertö tung）のため、終身刑（lebens lange
Haftstrafe）の判決を受けました。
現在、私は厚生治療施設（Sozialtherapeutische
Einrichtung）でセラピーを受けています。
（そのセラピーを通じて）私の犯した行為と向き合
い、起こしたこと全てを見直す中で、私はふと、子ど
もの家ひまわりとモニカさんについて書かれた『シュ
テルン（ドイツで有名な週刊誌）』の記事に目が止ま
りました。
その記事を読んで、私は深く感銘を受けました。考
えさせられ、心打たれました。モニカさんがシェーン
ナウ（Schönau：ベルリン郊外の町）で創設した子ど
もの家ひまわりは、もう本当に重要で、また適切なこ
とだと思います。注目すべきです！　私のように、四
方八方塞がりの（出口のない）状況下にある女性たち
にとって、子どもの家ひまわりの試みは一つの大きな
可能性となると思います。私は、この記事を読んで、
自分自身のなかにある心配や不安を、一歩踏み込んで、
再発見することができました。
モニカさんの活動（Arbeit）が私をどれほど強く勇
気づけてくれたことか、それをうまく言葉にすること
ができません。本当にたくさんの気持ちと記憶を呼び
覚ましてくれました。
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私は、モニカさんとお仲間の方々のように、人間の
絶望した状況が分かる人がもっと増えることを願って
います。
それが、ただ一人の子どもの命を救う道だとすれば、
いったいどうしてそれを間違いだと言えるでしょうか
（正しいことなのです）？
一週間前、私は、子どもへの犯罪行為をテーマにし
たある全国的な研究プロジェクトに参加しました。
その御礼として、わずかながらの報酬を得ました。
が、私はそのお金を自分のために使うことはできませ
ん。私がしたことを考えると、お金を頂くということ
は許されないことでしょう。
その代わりを考えた時、すぐに私はみなさまの家の
ことを思い浮かべました。そして、強く強く、みなさ
まの力になりたいと思ったのです。
決して大金ではありません。ですが、私は、心の奥
底から、かつての私と似たような絶望的な状況下にあ
る女性たちを支援し、彼女たちが別のより良い道を選
んでくれるために、このお金を使ってほしいと願いま
す。そして、そうした女性とその子どもたちにチャン
スを与えてほしいです。どうぞ、是非とも、これから
も支援を続けてください！
どうぞ、そうした女性たちに、選択肢（Option）を
与えてください。そして、静かに落ち着いてよく考え
るための居場所（Ort）を与えてください。そうすれ
ば、そうした女性たちは、短絡的で突発的な大きな過
ちを犯す前に、きっともう一歩踏み込んでしっかりと
考えることができるはずです。
みなさまのこれからのご活躍を心から祈念しており
ます。そして、たくさんの力と勇気が与えられんこと
を祈っております。何よりも、多くの人が、みなさま
の取り組みを理解し、支援し、尊敬と畏怖の念をもっ
てみなさまの活動が、単に批判されるのではなく、き
ちんと承認されんことを願っております。
そして、ほんの少しでも、みなさまのために貢献で
きれば、と思っております。
愛をこめて。
この手紙から、シスター・モニカのいう「共に生き
る人々」の視点が具体的に示されているように思われ
る。というのも、彼女の支援は、緊急下の女性のみな
らず、児童遺棄、児童殺害という極めて残酷な行為に
及んでしまった女性にも届いていたからである。しか
も、このニコレッタとは継続的にコンタクトを取り続
けているという。これもまた、一つの同伴支援と見な
すこともできよう。また、ニコレッタは僅かながらの
報酬を彼女への寄付金にすることで、自身の社会的役
割を生きることができた。つまり、支援の手が届かな
かった女性とのつながりという観点からも、シスタ
ー・モニカの一連の活動には、大きな意義があるとい
えるのではないだろうか。
ニコレッタもまた、二通目の手紙の中で、「もし子
どもの家ひまわりのような施設のことを知っていた
ら、私はどうなっていたのだろう」、と自問している。
あらゆる匿名支援に共通することだが、ニコレッタの
ような母親は、支援を受けることさえできれば、支援
の対象となり、様々な可能性を知ることができる。だ
が、その一方で、実際の彼女がそうであったように、
支援を受けることができなければ、刑罰の対象となる
のである。事実、ニコレッタは、終身刑の判決を受け
ている。ゆえに、シスター・モニカの実践は、「支援」
と「犯罪」の境界線上にある、と言っても過言ではな
いだろう。彼女は、ある雑誌の取材で次のように述べ
ている。「保険証の保険者番号や身分証明書を尋ねる
必要などありません。そうではなく、すぐにその[人
の]問題に向き合えばよいのです」12。
おわりに
本研究は、これまで行ってきた筆者の一連の研究 ―
赤ちゃんポストと緊急下の女性研究― の一部の空白を
埋める小さな研究である。ドイツ語圏の赤ちゃんポス
ト研究においても、また匿名出産・内密出産研究にお
いても、シスター・モニカの名が挙がることはほとん
どない。しかし、本論で示したように、彼女もまた、
90年代半ばから、緊急下の女性のための支援策やその
方法論について考え続けてきた人物であった。
シスター・モニカと緊急下の母子への匿名支援 柏木
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とりわけ「入所型支援」から「通所型支援」への転
換は、これまでの研究では示されなかった大きな意義
をもっているように思われる。もちろんドイツにおい
ても、日本と同様、児童相談所のような公的相談窓口
は存在する。だが、シスター・モニカが行っているよ
うな完全民間型の小さな母子相談窓口は、決して多く
はない。彼女は、現在も「家」にこだわっている。デ
ボラの家は、ベルリン郊外の住宅街の一角にあり、誰
でも気軽に、あまり人目も気にせずに、立ち寄ること
のできる家である。当然ながら、派手な看板や表札も
なく、何も知らなければ、この家を「相談機関」だと
思う人はいないだろう。
日本においても、熊本慈恵病院の田尻由貴子が、こ
うした緊急下の母子のための24時間365日可能な相談
窓口の設置を呼びかけ、緊急下の母子支援における相
談支援の方法を築こうとしている。彼女はこう述べて
いる。
緊急対応・緊急面談に対応する中、自宅出産で、
よく母子が無事であったと思うと同時に生命の危
機を感じる。思いがけない妊娠に対してはきめ細
やかな支援が求められ、それを解決するためには、
産婦人科を持つ医療機関での親への支援、相談の
強化充実が必要である。[…]今後も「こうのとり
のゆりかご」を通してさらなる相談の充実を図り、
子育て環境に恵まれない女性と子ども達が幸せに
育つよう、願っている。（田尻、2013：54-55）
ここで田尻のいう「親への支援」、「相談の強化充実」
は、産婦人科を持つ医療機関だけに限定されるもので
はない。シスター・モニカもまた、親への支援や相談
の強化充実に努め、さらに通所型の相談窓口を設け、
医療機関や公的な行政機関に同伴することを試みてい
た。妊娠葛藤にせよ、児童遺棄・殺害にせよ、当の女
性たちは、誰にも相談できずに、誰にも打ち明けられ
ずに、一人で苦しんでいるケースが圧倒的である。そ
うした女性のための相談窓口、そして相談体制の充実
は喫緊の課題と言えるだろう。
金澤文雄も、こうした相談窓口の設置を強く呼びかけ
続けてきた法学者であった。彼は2011年に次のように
述べている。「妊娠かっとうから母子を守る最初の、
そして最も大事な対応は相談を受けることだと思いま
す。熊本市は二十四時間の妊娠かっとう相談電話を開
設したということですが、全国の自治体に、匿名でも
できる妊娠かっとう相談窓口制度をぜひ作っていただ
きたいと願っています」（金澤、2011：37）。
このように、日本においても、緊急下の女性への支
援の必要性は徐々に認知されつつある。しかも、この
問題は、いかなる専門領域の人間であっても、関与す
ることが可能な問題である。これを敷衍すれば、これ
まで続いてきた「専門家による支援」というパラダイ
ムの転換の契機ともなり得るとも言えよう。というの
も、この問題において最も問われているのは、支援者
の「専門性」ではなく、支援者の「実践行為そのもの」
であるからであり、また理論の「応用」ではなく、実
践行為そのものの中で生まれる「思慮（プロネーシス）」
だからである。
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――――――――――
１　マザー・テレサの表記に倣い、シスターとモニカの間
に、「・」を布置することにする。
２　このように、日本においても、シスター・モニカの名
は関係者の間ではすでによく知られた存在となってい
る。
３　田端は、子どもの家ひまわりのことを、「チャリティ
ーの精神で成り立っている施設」と規定しているが、単
純にそう一義的に規定できるものではない。本論で問い
たいのは、まさにこの「チャリティーの精神」の背後に
潜むシスター・モニカのロジックや歴史性の解明でもあ
る。
４　ゆえに、シスター・モニカのライフヒストリーを示す
ことだけでも、一つの大きな研究になると言えるだろう。
とはいえ、手がかりとなる文献がない中で、彼女の遍歴
を記述することの限界も同時に指摘しておかなければな
らない。
５　http://www.bonifatiuswerk.de/werk/aktuelles/newsaus-
gabe/article/ohne-euch-wuerde-mein-kind-nicht-mehr-
leben-schwester-monika-betreut-schwangere-frauen-in-
nots/ （情報取得2015年１月）
６　ゆえに、熊本日日新聞「こうのとりのゆりかご」取材
班による『揺れるいのち―赤ちゃんポストからのメッセ
ージ』での指摘は不十分であると言えよう。この書では、
「これまで一〇〇人以上の女性が数週間から一年まで軆
大きな家族躱として過ごした」と書いてあるが（熊本日
日新聞「こうのとりのゆりかご」取材班、2010：69）、
その４倍ほどの女性の支援を行ってきたということにな
る。
７　NPO法人全国女性シェルターネットによれば、民間シェ
ルターの数は約100ヶ所近くあるとされている。
http://www.nwsnet.or.jp/shelter/index.html （情報取
得2015年１月）
８　http://www.kinderhaus-sonnenblume.de/index.html
（情報取得2015年１月）
９　ドイツにおける「社会教育学」は、邦訳として、「社
会福祉教育学」と表記すべきであろう、と筆者は考えて
いる。この問題については、今後の研究課題としたい。
10 ここで取り上げる人物は、いずれもこれまで筆者が直
接インタビューを試みた人物であり、その成果は、拙書
『赤ちゃんポストと緊急下の女性』において掲載されて
いる。
11 プライバシー保護の観点と倫理的な視点から、本論で
は仮名表記を採用する。
12 http://www.butterfly-communications.com/resources/
Berlinmacher+33.pdf （情報取得2015年１月）
